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１．カスタム電源の製品化フロー

お客様から頂いた入出力仕様、外形・構造仕様を基に

イサハヤ電子では、回路設計・構造設計・評価の全ての開発業務を
行い、量産時の品質保証も行います。

新規案件

採用検討

サンプル評価

量産指示

量産

引き合い

見積・仕様書

設計開始

サンプル作成

納入仕様書

量産

お客様 イサハヤ電子
入出力仕様、外形サイズ等の
情報を頂きます。

最適な回路方式を検討、構造
を検討して、見積・仕様書を提
出します。

詳細回路設計、構造設計を行
い基板設計を行います。

サンプルを作成し、仕様書に
基づいた検査を行った後にサ
ンプルを提出します。

最終の評価結果を踏まえ納入
仕様書を発行します。

併せて型式試験をお客様と共
同で行います。

量産工場での生産、出荷検査
及び品質保証検査を実施した
製品を量産納入します。

採用決定からサンプル提出、量産指示から量産品提出までの期間については
個別にご相談願います。
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２．カスタム電源 製品商談情報
カスタム電源見積仕様書

入出力仕様、外形サイズ仕様の他にお客様が必要とされる仕様情報をご提示して頂きます。
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３．イサハヤ対応可能な製品概要

下図回路ブロックは対応可能です。代表的な7パターンを提示

しております。 これら以外の場合でもご相談下さい。

機能ブロックパターン

※ DC/DCは絶縁型、非絶縁型いずれも対応可能です。

入力 出力

ＤＣ/ＤＣPFC

INVERTERDC

AC

ＤＣ/ＤＣAC DC
突入防止
/整流

AC

AC INVERTER AC
突入防止
/整流

DC

INVERTERPFCAC AC

ＤＣ/ＤＣDC DCパターン1

パターン2

パターン3

パターン4

パターン5

パターン6

突入防止
/整流

突入防止
/整流

INVERTERPFCAC ACパターン7
突入防止
/整流

ＤＣ/ＤＣ
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３．１．交流入力について

単相１００Ｖ系、単相２００Ｖ系、三相２００Ｖ系及び三相４００Ｖ系
の全てのＡＣ入力に対応します。

３．２．突入防止回路について

仕様に応じて、最適な突入防止回路を採用します。

（１）パワーサーミスタ方式（小容量）

（２）パワーリレー方式（中容量）

回路構成が簡単であるが

使用する電解コンデンサ容量に制
限があり小容量の電源用である。
パワーサーミスタの発熱が大きい

入力電源のオン･オフが頻繁に行わ
れる機器には向かない。

通常動作においてはリレー接点間
の電位がほぼ同電位で使用される
ため安全である。

リレーの選択で交流側でも直流側で
も使用可能なため構造設計が容易
である。

接点とコイルが絶縁されており制御
が容易である。

定格電圧・電流に制限があり中容量
までの適用である。
開閉寿命がある。
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（３）サイリスタ方式（大容量、高電圧入力）

３．３．ＰＦＣ（力率改善回路）について

定格電圧・電流が高く高電圧・高容
量製品に使用可能である。

サイリスタゲートが高電圧となるた
め制御が複雑となる。

入力電圧
入力電流

入力電圧
入力電流

コンデンサインプット型の整流回路
の場合、入力電流は正弦波とはなら
ず左図のようなピーク電流が高い歪
波形となります。

Ｐo
Ｉｉｎｒｍｓ＝

Ｖｉｎｒｍｓ×η×ｃｏｓθ
Ｉｉｎｒｍｓ：入力電流実効値
Ｐｏ ：出力電力
Ｖｉｎｒｍｓ：入力電圧実効値
η ：入出力変換効率
ｃｏｓθ ：力率

上記のように力率が低下すると入力
実効電流が増加します。

また電流の歪が大きくなると高調波
電流が増加し他の機器へ悪影響を
及ぼす可能性があります。

ＰＦＣを使用し入力電流波形を正弦
波にすることで問題は改善されます。

通常のコンデンサインプット型の波形

ＰＦＣを使用した場合の波形
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仕様に応じて、最適なＰＦＣ回路を採用します。
基本構成は下記の通り昇圧型のＰＦＣ回路です。

入力整流後の脈流電圧レベルに応じてＱ１のオンデューティを制御することで
入力電流を正弦波にします。

（１）臨界モードＰＦＣ

Ｑ１がオン時は電流が零であるからノイズの発生が抑えられるが
電流リプルが大きいためノーマルフィルタが大きくなる
中容量以下で使用される

（２）連続モードＰＦＣ

コイル電流が連続でありノーマルフィルタは小さくてよいが、ノイズの発生が大きい
大容量の製品に使用される

脈流電圧
オンデューティー

Ｑ１

脈流電圧
脈流電流
コイル電流

脈流電圧
脈流電流
コイル電流
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３．４．ＤＣＤＣについて
仕様に応じて、最適なＤＣＤＣ回路を採用します。
（１）降圧チョッパー方式

非絶縁型で出力が入力より低いときに使用されます。

オン時間の比率をＤとすると
出力電圧Ｖｏは概略

Ｖｏ＝Ｖｃｃ×Ｄ
であらわされます。

（２）昇圧チョッパー方式
非絶縁型で出力が入力より高いときに使用されます。

オン時間の比率をＤとすると
出力電圧Ｖｏは概略

Ｖｃｃ
Ｖｏ＝

１－Ｄ
であらわされます。

Ｑ１

Ｖｃｃ

Ｖｏ 負
荷

Ｑ１

Ｖｃｃ

Ｖｏ 負
荷
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（３）シングルフライバック方式

小容量のＤＣＤＣコンバータに使用されます

オン時間の比率をＤとすると、出力電圧Ｖｏは概略
Ｎ２×Ｖｃｃ×Ｄ

Ｖｏ＝
Ｎ１×（１－Ｄ）

であらわされます。

（４）シングルフォワード方式
小容量から中容量までのＤＣＤＣコンバータに使用されます

オン時間の比率をＤとすると、出力電圧Ｖｏは概略
Ｎ２×Ｖｃｃ×Ｄ

Ｖｏ＝
Ｎ１

であらわされます。

負
荷

Ｎ１
Ｖｃｃ

Ｎ２

Ｖｏ

負
荷

Ｎ１
Ｖｃｃ

Ｎ２

Ｖｏ
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（５）ハーフブリッジ方式
中容量までのＤＣＤＣコンバータに使用されます

Ｑ１とＱ２を同一オン時間で交互にオンさせ、トランスに双方向の電流を流すことで
トランスを有効活用し、高容量化を実現する。
オン時間の比率をＤとすると、出力電圧Ｖｏは概略

Ｎ２×Ｖｃｃ×Ｄ
Ｖｏ＝

２×Ｎ１

（６）フルブリッジ方式
ハーフブリッジより更に高容量なＤＣＤＣコンバータに使用されます

Ｑ１・Ｑ４及びＱ２・Ｑ３を同一オン時間で交互にオンさせ、トランスに双方向の
電流を流すことでトランスを有効活用し、高容量化を実現する。
オン時間の比率をＤとすると、出力電圧Ｖｏは概略

Ｎ２×Ｖｃｃ×Ｄ
Ｖｏ＝

Ｎ１

Ｖｃｃ
Ｖｏ

負
荷

Ｎ１

Ｎ２

Ｎ２

Ｑ１

Ｑ２

Ｖｃｃ
Ｖｏ

負
荷

Ｎ１

Ｎ２

Ｎ２

Ｑ１

Ｑ２ Ｑ４

Ｑ３
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３．５．インバータ（ＩＮＶ）について

（１）単相交流出力
Ｑ１～Ｑ４のオン時間の最適化により単相正弦波を生成します。

（２）三相交流出力
Ｑ１～Ｑ６のオン時間の最適化により三相交流モータを駆動します。
高出力容量の場合は、ＩＧＢＴモジュールを採用します。

Ｖｃｃ

負
荷

Ｑ１

Ｑ２ Ｑ４

Ｑ３

Ｖｃｃ

Ｑ１

Ｑ２ Ｑ４

Ｑ３

Ｑ６

Ｑ５

Ｍ
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